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脈管診療におけるバスキュラーラボの役割 
血行再建術前後におけるバスキュラーラボの役割と重要性
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要旨：賑管診療における全身の賑管評価の必要姓．さらりこ形態α機能の爾面からの評緬の重要

性は，遡行再建術前後;こおいても罵様である。さら#こ血霧再建講後#こおいてはdI2pl撃xscan$ごよる

gr識s種v遥j脳Ceが果たす役認は大きく，我々 の施設#こおいては技隷が血滝外来診察室へ鐙張検査

#こ出向いてこの任を果たしている。バスキュラーラボ紘単挺区璽化さ錘た空間とスタッフを示す

もので鐘ない雲騰管診療を支える検査技術。知識。個々の患者惰報などが集まる核であり‘その

楕報は治療遂行#こ欠かせないものとなって準る。〈§聯CoIlAngk〕1,2C蝿､紬41--45〉
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懲迩めに

近年‘戴臓硬化性疾患の増鞠を背叢#こ．賑管診療種

おいて重要な役認を担うバスキュラーラボ”重要性が薙

固たるものとなっている'>･当院での動賑血行再建術前後

における迦管生理検査の現状から，その役割と潟題点．

バスキユラーラボの今後の農望↓こつ準て考察したい。

当羨におけ毒血管生理検査実施状溌

現在当院においては独立したバスキュラーラボは設

置きれていない。血管生理検査は臨床検査・輪血部の

一部門である生理機能検査室の臨家検査技認と循環器

内科医‘血管外科医で運営している。６年半前#こ生理機

能検査室配属の技舗５名中１名が迦管心濃超音波検査

を行うよう↓こなり，その後血管診療技踊(c賊c識lvascRxl2Ir

t“雛ologi鍾鳶Ｃｖ，Xﾂ詮超音波検査士の資搭を駁得し，主

;こ超音波検査担当として勤務している。義人１名力聯鯵

のために超音波検査涯携わ患際には，連常超音談検査を

行っている１名は鯉の検査業務(心電図．呼溌機能．騒

議筋電図．ホルダー心電図，アプノモニター検査．採

血業瀞を行う．この２名雄20C8年鼻愚より．血管癌治療

'趨姻曝科大学病鶴鯨床検査｡輸血謡

迩離医科大学外科学講塞循環・呼吸・鍾蕩鋳態外科学分野
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《e鮭dovasc域錘錘aKxz露趣:霊Ⅵ）時の血管内超音波《趣“‐

w四Cu趣、腫識so噸冒ＩＷＳ>や膳部大動臓濯手術中の運動

誘発電位(､"o駐ev｡と鯵dpo錘麺t城:Ｍ蓬P>検査のため#こ．

手術室やカテーテル検査室で不定期に検査を行うよう漣

なった。血圧簾波検査は，心電図検査挺議き続き雄行す

ることも多く，生理機謹担当櫛ﾘi全員で対応している。

検査件数

血行再建術前検査としては血窪藤波検査と鉦合併す

る動賑硬化性疾患の評価目的に心臓超音波検査，頚動

膿超音波検査を施行している⑩nbl急1》・血圧賑波検査

《足関簸上瀧血圧比：ＡＢＩあるいは足鉦上漉血圧比：

TBI)は術後検査や内科依頼検査を含めて2007年度は

1棚件。,心臓超音波検査，頚議賑超音波検査は．主;こ

‘し擬手舗や大動脈麹手術前も含めて外科依頼が各々勢１

件篭Ｉ蝋件である。高家静賑をグラフトとして使用する

綴が多いため．緊急手講例をのぞき衛前静賑評価を霧っ

ている《137件/年)。通常，大伏在静賑と小伏在静賑#こ

ついて録質鯨#こ不良と判溌されればさら#こ上肢の静賑#こ

ついても評綴している。術後検査感，超音波穣査漣よる

graft”rv蕊I渥蕊“(GS》が中心で．可能な畷り‘逼院前;こ

検査室で(151件／年)，違院後は外来受診時に診察室&こ
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